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令和元年度 PTA常任理事への感謝状等贈呈

５月７日（木）の夕方に、昨年度 PTA 常任理事の皆様に学校

にお越しいただき、臼井 PTA 会長及び田中校長から、感謝状等

をお渡ししました。本来であれば、成美小の教育活動に御尽力

いただいた皆様に、多くの保護者の皆様の前で感謝状等をお渡

しし、その労をねぎらわなければならないところですが、本年

度は、集合しての総会を行うことができず、残念な思いです。

令和元年度の PTA 役員の皆様、昨年度１年間、本当にありが

とうございました。今後も成美小学校の教育活動に、御協力い

ただければ幸いです。

校長 田中 清子

道々の田んぼには稲の苗が植えられ、風に吹かれて、小さな体をそよそよと揺らしています。また、木々

は濃い緑の葉っぱで覆われ、「５月がやってきたよ」と私たちにささやいているように見えます。「立夏」

が過ぎ、季節は春から初夏へ……。

新型コロナウィルス感染拡大防止対策で、臨時休校が続いています。

子どもたちの声が響かない、子どもたちの笑顔が見られない学校は、とても寂しく静かです。しかし、

子どもたち、そして、子どもたちにかかわるすべての人たちの「命」を守るためには、ぐっと辛抱のとき

なのだと思います。

耳や目から入ってくるたくさんの情報を整理し、それに振り回されることなく、真実を見極める目を持

ち、明るい未来に向かって進んでいけたらよいなと思います。

私は小学校４年生のとき、父を亡くしました。本当につらくて悲しくて、毎日布団の中で泣いていたこ

とを覚えています。また、その年の七夕の短冊には、「お父さんが生きて帰ってきますように……」と書

きました。

しかし、いくら悲しんでも、いくら泣いても、いくら神様にお願いしても、父が生きて帰ってくること

はない……そう気づいたとき（それを認めることができたとき）、悲しみはなくならないけれども、ずっ

とそこに居続けるだけでは、前へ進むことはできない！生きている「今」を大事にしよう！「今」自分に

できることを、精一杯頑張ろう！そう心の底から思うことができました。

「今」も同じだと思います。いろいろなことが思い切りできず、自粛生活が続く毎日は、「つらい」「苦し

い」時間かもしれません。「不安」や「迷い」も当然あると思います。でも、そこにとどまっているだけ

では、誰かに助けを求めているだけでは、前へ進むことはできません。「今」をどう生きるかによって、「未

来」が決まってきます。先の方に見えている光に向かって、「今」自分にできることを精一杯頑張ってい

きましょう。

この地で育つ子どもたちの健やかな成長のために、保護者の皆様や地域の方々と学校が、心と力を一つ

にして前へ進んでいけたら幸いです。

これからも、よろしくお願いいたします。




